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§１．研究成果の概要 

 

2021年度は、コロナ禍により遅

れていた SST のデータ収集およ

び対話システムに必要な種々の

モジュールを構築するための基

礎研究を優先的に進めた。また

WP5 の効果検証に向けた準備を

進めた。 

WP2: 対人応答性尺度-2（SRS-

2）を行動指標から客観的に予測するためのモデルを作成した。具体的には、表情アクショ

ンユニット、韻律、文分散表現などを入力として利用した予測により、実測値と予測値で相

関係数 0.6での予測を達成した。 

WP3: 擬人化対話エージェントプラットフォーム Greta を用いた仮想エージェントの基盤

を構築し、参加者が SST における受け入れやすさを評価した。また、参加者の自閉症傾向

とエージェントの受け入れやすさの関係を調査した。頭部装着型ディスプレイを用いた VR

環境でのプレゼンテーション訓練システムにおける実時間フィードバックモジュールの構

築を進めた。さらに、訓練中の適切なフィードバックタイミングを調査するため、システム

を用いた実験を行い、得られた動作情報や生理指標を基に、主観的認知負荷や訓練効果と関

連する特徴量を分析した。 

WP4: 奈良医大グループと共同で、SSTにおけるトレーナーと成人期定型発達 (N=21)、お

よび成人期統合失調症 (N=15)、成人期自閉スペクトラム症 (N=15)の間で対話データを収

集し（成人期定型発達データ全体での収集済データ数は N=26）、書き起こし、アノテーシ

ョンを付与した。また、小児期定型発達 (N=17)、小児期自閉スペクトラム症 (N=16)を収

集した。SSTにおける全体の対話シナリオを作成し、その有効性を検証した。一方，鬱傾向

を対象とする研究では阪大グループと共同で、認知再構成法（CBT）に基いて仮想エージェ

ントによりユーザを支援するシステム構築を継続した。具体的には対話中の自動思考（認知）

妥当性判定システムおよび表情解析機能を構築し、7つの質問による根拠と反証の誘導シス

テムを構築した。 

WP5: 統合システムを使用した効果検証の計画をまとめ、奈良先端大と奈良医大において

倫理審査書類を作成した。倫理審査が承認され次第実験を開始する予定である。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）NAIST グループ（研究機関別） 

① 研究代表者： 中村 哲 （奈良先端科学技術大学院大学 データ駆動型サイエンス創造セ

ンター 教授） 

② 研究項目 

・SST,CBT に基づく音声対話モデリング 

 

（2）奈良医大グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者： 岡﨑 康輔 （奈良県立医科大学 医学部 助教） 

② 研究項目 

・SST データ収集とモデリング 

 

（3）阪大グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者： 工藤 喬 （大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 教授） 

② 研究項目 

・CBT データ収集とモデル構築 

 

（4）ISIR グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者： Catherine Pelachaud （CNRS, ISIR, Sorbonne University, Director of 

Research） 

② 研究項目 

・Embodied Conversational Agents, multimodal behaviors 

 

（5）CNRS-LIMSI グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者： Jean-Claude Martin （Université Paris Sud, Professor） 

② 研究項目 

・Theories of social interaction, personality, social stress experiments, pluridisciplinary studies 
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